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提言集の論点一覧表

１ 許可・選定

（１）参加人の範囲［甥・姪・事実上の親子等］【法改正の提言】

（２）国選被害者参加弁護士の複数選定【運用改善の提言（対裁判所）】

※ 強盗殺人事件の時系列表

２ 在廷

（１）在廷人数【運用改善の提言（対裁判所・対検察庁）】

（２）遺影の法廷内持ち込み【運用改善の提言（対裁判所・対検察庁）】

３ 意見表明権と説明義務（法３１６条の３５）

（１）訴因の変更【運用改善の提言（対検察庁）】

（２）検察官の冒頭陳述と被害者の考える事件の構図【運用改善の提言（対検察庁）】

（３）証人テスト【運用改善の提言（対検察庁）】

（４）検察官の求刑【運用改善の提言（対検察庁）】

（５）上訴の可否【運用改善の提言（対検察庁）】

（６）公判期日の指定【運用改善の提言（対検察庁）】

４ 証拠調べ一般

（１）遺体や傷害部位の写真などの展示と遺族への配慮【運用改善の提言（対裁判所・

対検察庁）】

５ 証人尋問

（１）犯罪事実についての証人尋問【法改正の提言】

６ 被告人質問

（１）遺族の心情に配慮した法廷活動（土下座謝罪）【運用改善の提言（対裁判所・対検

察庁）】

（２）包括的黙秘権と被害者の質問権【運用改善の提言（対裁判所・対検察庁）】

７ 参加人と参加弁護士との関係

第１ はじめに

第２ 参加弁護士の役割についての一般論

第３ 参加人が直接訴訟行為をする時の参加弁護士の具体的な役割

第４ 参加弁護士が訴訟行為を代行するときの具体的な役割

第５ 参加弁護士による死刑論告
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８ 法２９２条の２の意見陳述

（１）意見陳述あたっての補助的な写真の添付【運用改善の提言（対裁判所）】

（２）未成年者による意見陳述【運用改善の提言（対裁判所）】

９ 裁判員裁判

（１）被告人に不都合な質問をする裁判員の解任【運用改善の提言（対裁判所）】

（２）裁判員による被害者の名誉を害する質問【運用改善の提言（対裁判所・対検察庁）】

（３）裁判員の負担に配慮し過ぎるあまりの証拠の限定【運用改善の提言（対裁判所・（対

検察庁）】

１０ 公判前整理手続

（１）公判前整理手続への出席【法改正の提言】【運用改善の提言（対裁判所・（対検察

庁）】

１１ 控訴審

（１）控訴審での被告人質問と被害者論告【運用改善の提言（対裁判所）】

１２ 複数の罪で起訴されているとき

（１）他の事件についての訴訟行為【法改正の提言】

１３ 優先傍聴席

（１）参加許可の対象ではない親族や付添人のための優先傍聴席【運用改善の提言（対

裁判所）】

１４ 記録の閲覧謄写

（１）同種事件が複数併合審理される時の他事件の記録 【運用改善の提言（対検察庁）】

１５ 犯給法

（１）犯給法の支給制限【法改正の提言】


